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Ⅰ 学校の現況 

（１）学校名 

姫路情報システム専門学校 

 

（２）所在地 

〒670-0965 

兵庫県姫路市東延末二丁目 25番地 

 

（３）沿革 

昭和 62年 10月 校舎竣工 

昭和 62年 10月 学校法人認可、専修学校設置認可 

昭和 63 年４月 第１期生入学 

平成 27 年９月 校舎改築 

令和７年３月 第 36期生卒業 

令和７年４月 第 38期生入学 

 

(４)学科の構成 

課程名 学科名 コース名 修業年限 入学定員 総定員 

工業 

専門課程 

情報システム科 

SEプログラマー 2年 75 150 

CGクリエーター 2年 30  60 

ITスペシャリスト 2年 25  50 

Web 

プロフェッショナル 
2年 20  40 

情報経理科 
情報経理 2年 25  50 

医療ビジネス 2年 25  50 

 

（５）学生数（令和６年５月１日現在） 

  情報システム科 情報経理科 合計 

１年生 102  31   133 

２年生 127  47   174 

計 229  78  307 
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（６）教職員数 

校長 岡野敦 

教員13名、講師7名、校医1名、カウンセラー1名、事務職員4名 

 

（７）建学の精神 

 姫路市に情報系の学科を有する専門学校を設立することは、播磨地域の高校生に地

元で高度な専門教育を受ける機会を提供することになる。そして、地元学校への進学

は地元での就職に繋がるわけであり、このことは今日の安定成長社会において、進

学・就職の地元指向のもと、高校卒業者に大きな便益となり、高校卒業者の地元定着

を促進するものである。さらにゆとりのある校舎で、最新の実習設備で実務教育でき

る環境は、地域の文化水準を押し上げ、地域社会の発展に寄与するものであると信ず

る。 

 

（８）教育方針 

教育方針としては「スペシャリストの育成」と「豊かな人間形成」を掲げる。上記建

学の精神に則り、社会の要請、特に地元企業の求める人材の育成を目的とし、即戦力と

して活躍できる専門的な技術、知識を備えた「スペシャリスト」の育成を図る。また、

社会的常識と基本マナーを備え、協調性のある、明るく健康で創造性豊かな社会人とな

る人材の育成を図る。 

 

Ⅱ 評価の基本方針 

（１）評価の目的 

・地域に根差した実践的な職業教育を行う機関として、関係業界、地元経済界のニー

ズを踏まえ、どのような理念、目的、育成人材などを掲げるべきか客観的に再評価す

る。また、質の高い職業教育を受けることのできる環境を目指し、その改善のために

行なう。 

 

（２）評価の方法 

・定期的な職員会議にて評価する。 

・設定した教育目標や計画に照らし、具体的かつ客観的なデータに基づき評価する。 

・アンケートを活用する。 

・職員会議において、分析及び課題の洗い出しを行なう。 

・次年度に向けた重点目標を設定し、全教職員共通認識のもとで、教務、就職、広報

の分掌単位で改善に取り組む。 
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（３）評価の公表 

・自己評価報告書には、目標達成状態及び取り組みの適切さを簡潔かつ明瞭に記載す

る。 

・学生、教職員の個人情報保護や安全確保に留意して、報告書に記載するものと非公

開とするものを区別する。 

・学校評価の結果はホームページにて公開する。 

 

Ⅲ 今期重点目標 

（１）今期の重点目標 「求職者にも入学希望者にも選ばれる学校づくり」 

播磨地域における有効求人倍率は、令和 6 年 3 月時点で 1.4 を上回り、人手不足の状況が

続いている。また、令和 6年には全国の出生数が 70万人を下回るなど、少子化が進んでお

り、本校の入学者数も年々減少傾向にある。 

このような厳しい社会・経済環境の中で、本校が持続的に発展していくためには、「求職者

にも入学希望者にも選ばれる学校づくり」が不可欠。 

以上より、今期の重点目標として、以下の 2点に取り組む。 

① 職場環境の改善 

ペーパーレス化をはじめとした DX の推進、および就業規則の見直しなどにより、働き

やすい環境を整備。 

② 広報活動の強化 

広報課の人員増強を行い、広報活動を強化し、認知度の向上と入学者数の回復を目指す。 

 

（２）取組状況および成果 

① 職場環境改善 

  ペーパーレス化については、出勤簿や各種資料をデジタル化した。引き続きデジタル化

を進めていく。 

また、就業規則を見直し、より柔軟で働きやすい制度を導入。人材採用も積極的に行っ

たが、一定数の離職もあり、総人員数としては微増。 

② 広報活動の強化 

  広報課の人員を増やし、ネット広告の拡大や電車内広告、進学ガイダンスへの積極的な

参加など、多角的な広報活動を展開。しかし、令和 7年度の入学者数は前年比で 11名の

減少。今後は、実績が伴った施策を選別し、より効果的・効率的な広報活動に重点を置

いていきたい。 

 

Ⅳ 評価項目の達成及び取り組み 



6 

 

(１) 教育理念・目標・育成人材像 

評価項目 評価点 

・学校の理念、目的、育成人材像は定められているか（専門分野

の特性の明確化） 
3.6 

・学校の理念・目的の下に特色ある職業教育が行われているか 3.6 

・社会のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3.4 

・学校の理念、目的、育成人材像、特色などが学生、親、関係企

業などに周知されているか 
2.8 

・各学科の教育目標、育成人材像は業界のニーズに合わせて方向

づけられているか 
3.3 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・学校の理念、目的、特色などを外部に周知できていない。 

・地域的なニーズをカリキュラムに取り入れることはできているが、広く社会

的なニーズに沿った構想を抱けていない。 

② 今後の方策 

・高校生向けイベントはもちろん、中学生、小学生など更に低年齢の生徒、ご

家族向けのイベントを行い、その場で本校の特色を伝える動きをする。 

・社会的ニーズを踏まえ、大局的な将来構想を抱き、カリキュラム、卒業要件

などに反映させていく。 

③ 特記事項 

・教科ごとにシラバスを作成し、その目的、意義を明確化させている。 

・地元企業との面談を通じ、地域社会に必要とされている人材像をヒアリング

している。 

 

(２) 学校運営 

評価項目 評価点 

・目的等に沿った運営方針が策定されているか 3.0 

・運営方針に沿った事業計画が策定されているか 2.9 

・運営組織や意思決定は規則等において明確化され、有効に機能

しているか 
2.8 

・人事、給与に関する規程等は整備されているか 3.3 

・教務、財務等の組織整備など意思決定システムは整備されてい

るか 
3.0 
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・業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されて

いるか 
3.2 

・教育活動等に関する情報公開が適切になされているか 3.2 

・情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3.0 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・組織の運営方針が職員に伝わらず、組織としての意思決定が職員にとって納

得のいくものではない場合がある。 

・情報システム化による業務の効率化は進んでいるものの、まだ改善の余地が

ある。 

② 今後の方策 

・運営方針、事業計画を明確化し、職員まで浸透させることで、各職員が意思

決定する際にそれらを意思決定の要素とする。 

・情報システム化を進め更に業務を効率化させるため、各職員からの意見を吸

い上げ改善に努めていく。 

③ 特記事項 

・就業規則は 2024 年度末に改正され、柔軟な働き方に対応できるようになっ

た。 

 

 

(３) 教育活動 

評価項目 評価点 

・教育理念等に沿ったカリキュラムの編成、実施されているか 3.2 

・修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確に

されているか 
3.4 

・キャリア教育、実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラム

や教育方法の工夫、開発などが行われているか 
3.2 

・関連分野の企業との連携により、カリキュラムの作成・見直し

等が行われているか 
2.7 

・関連分野における実践的な職業教育（インターンシップ、実技・

実習等）が行われているか 
2.8 

・授業評価の実施、評価体制はあるか 2.9 

・成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になってい

るか 
3.4 
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・資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での位置づけ

はあるか 
3.6 

・人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備え

た教員を確保しているか 
2.8 

・優れた教員（本務・兼務含む）を確保する等のマネジメントが

行われているか 
3.1 

・関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修

や教員の指導力育成など資質向上のための研修が行われているか 
2.3 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・企業と連携したインターンや実習などの機会が少ない。 

・授業の方法は、各教員に任されている部分が大きくあり、自分の授業を評価

されたり、見学される機会がなく、授業改善の PDCA サイクルを回せていない。 

・先端的な知識の取得については各人の自己研鑽に任されており、学校全体と

しての研修制度などは整備されていない。 

② 今後の方策 

・就職課を通じ、地域の企業と連携を深め、インターンや実習などのカリキュ

ラムを増やしていく。 

・教員の確保だけにとどまらない職場環境の改善を目指し、研修制度や勉強会

などを充実させていく。 

③ 特記事項 

・授業評価の体制については、学生に授業アンケートを取るなどの取り組みを

行った。 

・新たな教員を 4名確保する等、採用活動は改善が見られた。 

 

(４) 学修成果 

評価項目 評価点 

・就職率の向上が図られているか 3.3 

・資格取得率の向上が図られているか 3.2 

・退学率の低減が図られているか 2.9 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3.0 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 
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・不登校傾向にある学生が増加傾向にあり、その学生たちのケアや退学を止め

る施策が十分に機能していない。 

・卒業後の活躍、評価の把握については、普段から取引のある企業からのヒア

リングなどにとどまり、幅広くできていない。 

② 今後の方策 

・不登校の学生に対する事例などを共有し、今後の学生指導に活かしていくこ

とで退学率を低減させていく。 

・卒業後にアンケートなどを送付し、卒業生の動向を集計する。 

③ 特記事項 

・特段無し。 

 

 

(５) 学生支援 

評価項目 評価点 

・就職に関する支援体制は整備されているか 3.5 

・学生相談に関する体制は整備されているか 3.4 

・学生に対する経済的な支援体制はあるか 3.8  
・学生の健康管理を担う支援体制はあるか 2.8 

・課外活動に対する支援体制はあるか 2.9 

・学生の生活環境への支援は行われているか 3.0 

・親等と適切に連携しているか 3.2 

・卒業生への支援体制はあるか 3.0 

・高校との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われて

いるか 
3.0 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・卒業生について、卒業後は連絡を取っておらず、支援体制があるとは言い難

い。 

・e スポーツサークルなどが発足したが、まだ学生の課外活動に対する支援に

ついては不十分。 

② 今後の方策 

・サークル活動などを活発化させることにより、課外活動の充実を図る。 

・卒業後の支援窓口を設け、卒業後も就職、キャリアサポートの支援が受けら

れるように整備する。 
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③ 特記事項 

・修学支援制度の認定校となり、学生への経済的な支援を更に拡充した。 

・高校生による ITC カンファレンスの兵庫大会の会場として校舎を貸し出すな

ど、高校との連携を深める取り組みを行った。 

 

(６) 学校設備 

評価項目 評価点 

・施設、設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備され

ているか 
3.5 

・防災に対する体制は整備されているか 3.4 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・災害が発生した場合などに組織としてどのような基準で行動するか等の改革

が整っていない。 

② 今後の方策 

・BCPを策定する。 

③ 特記事項 

・各階のフロアに防犯カメラを設置し、防犯意識を高めた。 

 

(７) 学生の受け入れ募集 

評価項目 評価点 

・高等学校等接続する機関に対する情報提供等の取組が行われて

いるか 
3.2 

・学生募集活動は適正に行われているか 3.4 

・学生募集活動において、資格取得、就職状況等の情報は正確に

伝えられているか 
3.5 

・学生納付金は妥当なものとなっているか 3.5 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・高等学校等に発信する情報としては、本校広報としての情報(就職率、資格取

得率等)が中心であり、建学の精神にあるところの「地域の発展に寄与する」情

報提供はできていない。 

② 今後の方策 

・地域の発展に資するような情報提供ができるように、最新技術の動向や、業
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界の動向を共有する勉強会などを開き、校内の知識水準向上を目指す。 

③ 特記事項 

・学生の資格取得、就職状況については、教務課、就職課が随時情報を更新し

ており、去年の実績だけでなく、最新の実績も反映することができている。 

・毎年、高校教員向けセミナーを行い、最新の技術を業務に応用する術などの

情報提供を行っている。 

 

(８) 財務 

評価項目 評価点 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか 3.9 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.9 

・財務について会計監査が適正に行われているか 3.8 

・財務情報公開の体制整備はできているか 3.9 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・財務基盤は盤石なものの、少子化により入学者数が減少している。 

② 今後の方策 

・入学者数増加を目指し、広報活動に力を入れる。 

③ 特記事項 

・財務情報を HP上で公開した。 

 

(９) 法令等の遵守 

評価項目 評価点 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされている

か 
3.4  

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 3.5 

・自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 3.3 

・自己評価結果を公開しているか 4.0 

※評価点については、４が適切、１が不適切の４段階評価の平均点 

 

① 課題 

・自己評価で洗い出した課題をつぶし切れていない。 

② 今後の方策 

・一年間を通して自己評価で上がった課題を意識し、学校全体として課題解決
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に向けて動く。 

③ 特記事項 

・自己評価結果の公開が始まった。 

 

Ⅴ 今後の課題、取り組み 

 Ⅳの評価項目については、（２）学校運営や（３）教育活動で課題があることを再認

識した。特に（３）教育活動の内、企業連携やインターンなどの実践的な職業教育の不

足については、播磨地域の情報分野を牽引していくべき本校として、早急に改善してい

かなくてはならない事柄であると認識している。また、学校運営の面では、2024年度末

に組織改革を行っており、マネジメント層の考え方を職員と共有、議論することで、教

職員に対してより納得感のある意思決定ができるようになると期待している。 


